
特

集

7

 

地

方

自

治

の

新

た

な

出

発

 

3

6

新潟県立大学現代

行政研究室准教授

たぐちかずひろ

田口一博

地
方
自
治
法
第
3
4
次
改
正
と

市
町
村
議
会

―
議
決
事
件
の
拡
大
の
意
義
―

一
年
余
り
の
審
議
期
間
を
経
て
、
地
域
自
主
自
立

改
革
（
旧
名
・
地
域
主
権
改
革
）
3
法
案
が
修
正
の
う

え
成
立
し
た
。
3
法
は
5
月
2
日
に
公
布
さ
れ
、
う
ち
、

地
方
自
治
法
第
鍼
次
改
正
は
そ
の
大
部
分
が
間
も
な

く
8
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

そ
の
中
で
本
稿
が
対
象
と
す
る
「
議
決
事
件
へ
の

法
定
受
託
事
務
の
追
加
」
部
分
に
限
っ
て
は
公
布
後

1
年
以
内
の
施
行
。
お
そ
ら
く
明
年
の
1
月
1
日
あ

た
り
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
議
決
事
件
と

は
何
か
。
そ
し
て
議
決
の
範
囲
の
拡
大
と
は
ど
の
よ

う
な
流
れ
の
中
で
考
え
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ

る
ー
ぅ
か
。
市
町
村
議
会
を
中
心
に
考
え
て
み
よ
う
。

随′・・二一小一…伝塗一一－－廿・一′．1㌦し．1ぺト

議
会
で
議
決
が
行
わ
れ
る
事
件
は
、
地
方
自
治
法

9
6
条
l
項
に
定
め
ら
れ
好
捕
項
目
の
必
要
的
な
議
決

事
件
だ
け
で
は
な
い
。
同
条
2
項
に
基
づ
き
、
条
例

に
よ
り
議
決
事
件
と
し
て
任
意
に
追
加
す
る
例
は
近

年
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
し
、
従
来
か
ら
法
律
や
条

例
に
よ
ら
ず
行
わ
れ
て
い
る
「
決
議
」
も
多
数
行
わ

れ
て
い
る
。

で
は
、
議
決
事
件
と
は
ど
の
よ
う
な
事
件
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
整
理
し
よ
う
と
思
う
と
、
た
ち
ど

こ
ろ
困
難
に
直
面
す
る
。
自
治
法
9
6
条
1
項
の
各
号

は
そ
れ
ぞ
れ
沿
革
が
異
な
る
も
の
が
集
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
い
く
ら
精
査
し
て
も
、
議
決
事
件
に
一

般
別
を
兄
い
だ
す
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
ま

た
、
地
方
自
治
法
以
外
の
法
律
に
よ
る
議
決
事
件
は

さ
ら
に
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
道
路
法
8
条
に
よ
る

市
町
村
遺
の
道
路
認
定
が
あ
る
。
認
定
の
前
提
と
し

て
議
会
の
議
決
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
道
路
法
の

現
在
の
条
文
だ
け
を
み
る
と
、
道
路
認
定
後
に
土
地

へ
の
私
権
制
限
が
あ
り
得
る
か
ら
の
議
決
に
見
え
る
。

し
か
し
沿
革
を
遡
っ
て
い
け
ば
明
治
9
年
の
各
区

町
村
金
穀
公
格
共
有
物
取
扱
土
木
起
功
規
則
第
2
条

の
「
正
副
区
戸
長
並
び
に
村
内
不
動
産
所
有
の
者
六

分
以
上
の
連
印
」
　
（
太
政
官
布
告
二
二
〇
号
）
　
に
行

き
当
た
る
。
集
落
総
出
で
道
普
請
を
行
う
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
公
用
負
担
を
承
諾
す
る
手
続
き
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
明
治
7
年
に
福
澤
諭
吉
ら
が
著
し
た

荒
ぶ
議
群
』
中
の
議
題
も
道
普
請
で
あ
る
。
道
路
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
の
重
要
な
議
決
事
件

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
昭
和
2
7
年
に
追
加
さ

れ
た
公
営
企
業
管
理
者
の
選
任
に
議
会
の
同
意
が
い

ら
な
い
の
は
、
制
度
制
定
当
時
、
議
会
が
人
事
に
介

入
す
る
の
を
避
け
よ
う
、
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い

た
よ
う
で
あ
る
と
い
う
説
明
し
か
で
き
な
い
。

結
局
、
何
が
議
決
事
件
か
と
い
う
と
「
昔
か
ら
議

決
事
件
だ
っ
た
」
と
か
　
「
何
ら
か
の
意
味
で
重
要
と

思
わ
れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
頼
り
な
い
こ
と
し
か
言

え
な
い
の
で
あ
る
。

習
芸
i
訝
鼠
つ

議
決
事
件
と
は
何
か
は
、
結
局
、
現
在
あ
る
議
決
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今後の基本構想 ･基本計画の取扱い (例)

ア 基本構想を条例による議決事件に追加する

を封基本構想 を00町における総合的かつ計画的な空重の

運営を図るための構想をいう｡)の制定及び改廃に関す

ることO

※議決事件が複数ある場合､基本構想の重要度から他の

号を繰り下げて第1号とすべき｡

戦現行の ｢行政｣は､税財政を含めば｢行財政｣と､議

会･住民を含めば ｢村政｣とする等の検討も必要D

イ 基本構想をそのまま条例としてしまう方法もある

題名を｢しコ.ニ町基本構想条例｣等として､内容は現行

のままでもよいL,これを機に他の条例も図表や数式､グ

ラフ等でわかりやすくする工夫も｡

ウ 基審計画が既に議決事件に追加されている場合､定

義部分を改正する必要がある

(い基本計画 (法第2条第1項の規定に基づく基本構想を

実施するための計画をいう｡)の制定及び改廃に関する

こと｡

･･二･号､ - .･l∴ 一 一 : .､ ~･: .

るための計画をいう｡)の制定及び改廃に関すること､｡

態自治基本条例をはじめ､詣行政計画等で基本構想の語

を使岡している場合も､同様に定義しなおす必要があ

る｡

ニ !.･'･Il:'･一言二,7日 三,'日iコ:lt..･JTとして;

(7月末までに制定･公布する場合)

この条例は､地方自治法の-一部を改正する法律 (平成

23年法律第35号)の施行の目から施行する｡

(8月1日以降に制定･公布する場合､遡及適用させる

必要はない)

この条例は､公布の日から施行するL,

旅露覇恕窺窺現務磁磁親流露誘惑




